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1 はじめに

聴覚障害者と健聴者では，同じテキストからでも受

ける印象が異なる可能性がある。先行研究 [1]で同じ

テキストに対して聴覚障害者と健聴者が感じる印象に

差異があるか否か，またどの程度の差異があるかを調

査した。調査結果より，同一の新聞記事から受ける印

象の強さにおいて，両者間に約 50% の確率で差異が

発生し，聴覚障害者が感じる印象の強さが健聴者より

弱い傾向が示された。本研究では，新聞記事中のキー

ワードが持つ印象の種類と強さに合わせて，キーワー

ドの色とサイズを変化させるテキスト印象可視化シス

テムを提案する。本システムは，テキスト印象可視化

により，テキストが伝わる印象を強化し，聴覚障害者

の情報獲得を支援することを目的とする。

本田ら [2]は日本語文字の色とフォントの組み合わ

せにより，読み手が受ける印象が異なることを示し

た。松原ら [3]は文字属性を変えることによって印象

を伝えるコミュニケーションシステムを提案した。し

かしながら，本田らの研究では，文字の変化がテキス

ト印象の伝達にどの程度作用するかは明らかにされ

ていない。また，松原らの研究では，「副詞＋形容詞

（例：すごくうれしい）といった限られた印象表現し

か扱われていない。本研究では，先行研究で開発した

印象辞書 [4]を用いることで，印象辞書に登録された

約 25万単語の印象を可視化することが可能となる。

」

2 印象辞書

先行研究では，新聞記事における任意の単語と特定

の印象語群との共起関係に基づいて，3種類の印象軸

（「楽しい⇔悲しい」，「うれしい⇔怒り」，「のどか⇔緊

迫」）ごとに，その単語が表す印象の強さを数値化し

た印象辞書を構築した [4]。印象辞書に登録された単

語の印象値は 0～1 の値をとる。1 に近い値は「楽し

い，うれしい，のどか」という感情を表し，0に近い

値は「悲しい，怒り，緊迫」という感情を表す。印象

辞書の一例を表 1に示す。この例では，「笑顔」とい

う単語の「楽しい⇔悲しい」という印象軸の印象値は

0.728であり，「楽しい」という印象を表す。また，「死

去」という単語の印象値は 0.219であり，「悲しい」と

いう印象を表す。

表 1 印象辞書一例

単語 楽しい⇔悲しい うれしい⇔怒り のどか⇔緊迫

笑顔 0.728 0.936 0.528

新年 0.575 0.728 0.566

穏やか 0.715 0.407 0.792

幸せ 1.000 1.000 0.682

死去 0.219 0.410 0.542

喪 0.137 0.482 0.436

祭祀 0.212 0.173 0.679

3 テキスト印象の可視化

印象の種類と印象の強さをいかに表現するかはテキ

スト印象可視化において重要な点である。提案システ

ムでは，印象の種類をキーワードの文字色や背景色，

枠線色で表現し，印象の強さ（印象値の大きさ）を色

の濃淡や文字サイズ，枠線の太さで表現することで，

テキストの印象可視化を行う。印象の種類に応じ，ポ

ジティブな印象（楽しい，うれしい，のどか）を暖色

黄色，オレンジなど）で，ネガティブな印象（悲し

い，怒り，緊迫）を寒色（水色，青色など）で表す。ま

た，印象の強さを文字色の濃淡や，背景色の濃淡，枠

線色の濃淡，文字サイズ，枠線の太さと対応させる。

図 1 は印象可視化の一例であり，「楽しい⇔悲しい」

の印象軸において楽しい印象をオレンジ色で，悲しい

印象を水色で表し，楽しい・悲しい印象の強さを文字

サイズの大きさで表している。

（

図 1 新聞記事の印象可視化
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4 まとめと今後の課題

本稿では，聴覚障害者に対し，新聞記事の持つ印象

のより正確な伝達を支援するため，文字の属性をその

文字が有する印象に合わせて変化させるテキスト印象

可視化システムを提案した。今後は印象可視化効果を

聴覚障害者を対象としたアンケートで評価する予定で

ある。
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